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前略

　まずは、去る３月１０日取材に来られた際に、「何かご質問があれば、ＦＡＸでお送りください。」とお願い致しましたが、２９日にＥメールで質問をお送り頂きましたことに対し、お礼を申し上げたいと思います。

　また、質問状の内容について弁護士と相談したり、貴社に送付する資料を準備したりするのに時間がかかってしまい、すぐにお返事が出来なかったことを心よりお詫び申し上げます。

　ファミリー・インターナショナルは、今までにも多くの報道機関から取材を受けました。そのほとんどについて、電話や書面により、取材の目的やその内容を含む正式な取材依頼がまず送られてきています。そのように、取材内容や目的を正しく把握できた場合は、私たちも迅速な対応をもって協力させて頂きました。

　しかし、今回の津田様の質問状の内容や取材方法には、疑問を与えるようなところが多くあるため、こちらとしては慎重にならざるを得なかったことを、どうぞご理解下さい。

　初めていらっしゃった際、アポイントを取ってからお越し頂くようにお願いし、津田様も、そのことに同意されていました。しかし、その後、東京のNPOサイド・バイ・サイド・インターナショナルを、電話番号をお知りであるにもかかわらず、前もって連絡せずに、いきなり訪問されました。さらに、先日、やはり連絡なしにこちらへ来訪され、「昨日送った質問に答えてください」とのことでした。しかも、同行された他の二社の方々は、こちらからお車の移動についてお願いするまでは、姿も見せられませんでした。

　また、貴社が初めて来られた際、「２１世紀インターナショナル・スクールの行っているユニークな教育について取材をしたい」とおっしゃっていましたが、質問状からは、逆に私たちの教育を誹謗しようとしているような印象を受けました。

　このように、三度も、連絡なしで突然訪問されたという事実や質問状の内容について、過去の報道被害の経験と照らし合わせて見ますと、今回の記事の内容はもうすでに決まっており、私たちを中傷する目的で書かれるものであるとの心証を抱かざるを得ません。
　このようなわけで、残念ですが、今回は貴社からの個々のご質問に対しては回答を控えさせていただくことと致します。もし、私たちがご質問に対する返答をしなかったと記事に書かれるのでしたら、なぜそのような結果となったのかの理由も必ず併記して下さいますようお願い申し上げます。

　さて、貴社の今回の取材姿勢の背景には、ファミリー・インターナショナルに関する誤った情報が貴社に伝わっているからであると推察いたします。そこで、ファミリー・インターナショナルに関する正しい認識を持って頂くために、次の情報を提供させて頂きます。

＜組織＞

　ファミリー・インターナショナルは、国際的な宣教師団体として、世界１００カ国以上において活動しています。

　ファミリーのコミュニティー（ホーム、または、センター）は、それぞれが財政面でも運営面でも独立して活動しており、そのリーダーシップはメンバーの間から互選され、そのゴールや方向、活動内容は、メンバー全員の相談で決められています。（なお、ファミリー・インターナショナルのメンバーやコミュニティーが、個々に会社の設立やＮＰＯの運営などに関わることはありますが、ファミリー・インターナショナルがそれらの会社やＮＰＯを所有したり、運営しているというわけではありません。）

　日本支部や本部というものは存在しておりません。一般の方々への窓口としては、２１世紀インターナショナル・スクールのある館山のコミュニティーが連絡所となっています。

＜４つの主要目標＞

　１．神の言葉にある、愛、希望、救いのメッセージ、命を与えるメッセージを、人々と分かち合い、イエス･キリストを個人的な救い主として知る喜びを伝えること。

　２．私たちの子供一人一人が、私たちが提供しうる最良の環境において、神の教えにそって育てられるよう最大の努力を払うこと。

　３．信仰を深め、精神を高めるような、あるいは教育的な、さまざまな出版物や音楽CD、ビデオなどを制作、配布すること。

　４．心の励ましとなる劇やコンサートなどの慈善興行、被災地での救援ボランティア活動、また、恵まれない人々に慰めや、物資面での支援の提供を行うことを通して、積極的に人々に助けの手をのべること。

＜教育＞

　子どもは、愛情深く世話をするようにと与えられた、神からの贈り物だと、私たちは信じています。ですから、子どもに、年齢と能力に応じた適切な教育を与えるよう最大限の努力を払うことは親としての義務だと考えます。多くの場合、家庭を基盤としたホームスクーリングという学習形態を選択し、親が子どもの教育や訓練に大いにかかわっています。（こうした教育方法を取り入れているのはファミリーだけではありません。世界中で何百万人もがホームスクーリングで教育を受けています。日本でも近年、積極的にホームスクーリングを選択する家族が増加しており、ホームスクーリングを支援する団体もいくつか設立されています。）

　一般教科の学習、実用的な技能訓練、クリスチャンとしての心の教育、体育、遠足その他の活動など、多面的な教育を与えるべく努めています。また、国際的な視野を持って、幼児期から英語教育にも力を入れ、バイリンガルの子供の養育を目指しています。

　地域の催しに出席したり、高齢者ホームや養護施設などを訪問したり、色々な国の人と交流したり、国内外でのボランティア活動に参加したりすることなどを通して、子供や若者が他の人への理解や思いやりの心をもち、コミュニケーションや問題解決の能力を発達させるよう助けることも、ファミリー・インターナショナルの教育の大切な部分となっています。

＜児童虐待に関する無実の証明＞

　1989年から1993年にかけて、スペイン、オーストラリア、フランス、アルゼンチンの４カ国で、ファミリーの何十ものコミュニティーに対する未明の大規模な家宅捜索が行われました。捜索の詳細は異なるものの、おおかたのパターンは非常に類似しています。報道関係者と児童福祉機関幹部を伴って、大勢の警察官が各コミュニティーに突入したのです。

　家宅捜索が行われたどの国においても、医学、心理学、教育、法律など、多方面の専門家が、裁判所から任命されて検査を実施し、全く同じ結論を出しました。それは、性的にであれ、他のどんな形態であれ、いかなる虐待の証拠も見あたらない、というものです。

　裁判官や教育者、心理学者たちは、ファミリーの子供たちは、知性面や振る舞い、社会性において、一般の同年代の子供と比較して平均より優ると、幾度も公言しています。しかし残念なことに、無実が判明しても、そのことが、最初の虚偽の非難報道ほど大々的に取り上げられることはめったにありません。1992年5月に家宅捜索が行われたオーストラリアのシドニーでは、７年後の1999年5月になってようやく、ニューサウスウェールズ州政府が、家宅捜索は違法だったことを公に認めるのを余儀なくされ、子供たちに及ぼした害のゆえに賠償金を支払うことに同意したのでした。

　センセーショナルに取り上げられた家宅捜索のどれについても、裁判所はファミリーにかけられた不正行為への嫌疑をひとつ残らず晴らし、さらにはファミリーのメンバーが受けたひどい扱いや権利の侵害を非難しました。

＜元メンバーによる非難＞
　ほとんどの元メンバーは、ファミリー・インターナショナルでの経験を良き思い出としてとらえ、引き続き私たちと連絡を取る人も少なくありません。しかし、私たちに敵対する行動を始め、他の元メンバーにも自分たちの活動に加わるよう強く説得している人もいます。残念なことに、そのような誹謗者と交わる元メンバーの中には、その影響を受けて、虚偽の、あるいは誇張された非難をファミリー・インターナショナルに浴びせるようになった人もいます。

　そのひとりに、アメリカのダニエル・ロゼル（Daniel Roselle）という元メンバーがいます。ファミリー・インターナショナルを去ってしばらくして、誹謗者と交わるようになってから、自分は虐待されたと主張するようになりました。

　実を言えば、先日皆様が帰られた後、彼の父親（現メンバー）を通じ、彼からの伝言が２１世紀インターナショナル・スクールに届き、その中で津田様の質問状の内容を引用しており、また皆様が来訪されたことにも触れていました。彼がどこからそのような情報を得たのかはわかりませんが、津田様が連絡を取っておられる場合を考え、以下のことを説明させて頂きます。

　彼の両親によると、彼は９年前、２０才でファミリーを去りましたが、ファミリーの中で虐待を受けたなどとは、一度も話しに出したことはありません。ファミリーの規則では、どんな虐待の可能性であれ、自由に調査を依頼できたにもかかわらず、そのような話しはしなかったそうです。つい最近になって、彼は虐待の話を持ち出しましたが、それ以前には、そのような話を口にするどころか、ファミリー内での生活を「良き思い出」として見ていたようです。
　ダニエル・ロゼルの父親、母親、妹、また彼と同じコミュニティーで生活したことのある元メンバーからの声明（英文）の全文を添付しますので、どうぞご覧下さい。

　日本でも、虐待を受けたと主張する元メンバーがいることを把握しています。もし、それが実際に起きたことであれば、私たちはそれを残念に思います。しかし、中には、かなり誇張された話や、さらには全くの作り話もあることを私たちは知りました。おそらく、ダニエル・ロゼルと同じく、何らかの思い込みか誤った非難である可能性もあります。海外では、虐待されたとあちこちに触れ回ったあげく、後になってから、それは嘘であったと認めた人もいます。

　ですから、もしそのような元メンバーからの話をお聞きになったのであれば、それを鵜呑みになさらないようお願いいたします。

　長文になりましたが、この手紙と情報によって、津田様、並びに「フライデー」編集部の皆様が、真のジャーナリズム精神に基づいて、客観的で正しい報道をされることを心より望んでおります。
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